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Introduction: Keats, Benjamin Robert Haydon, and ‘epic passion’ 
 
Chapter 1: ‘Retiring from the World’: Keats and the Culture of Solitude 
 A Flight with a Coy Muse: Hunt and Keats in the Retirement Tradition 
 The Representations of Solitude in Endymion 
 ‘high-rife with old philosophy’: Keats, Milton, and ‘Ode to Psyche’ 
 
Chapter 2: Post -Waterloo Millennial Politics and ‘Hyperion’ 
 ‘they weave a paradise for a sect’: Poet-Fanatics 
 Robert Owen, or ‘The Practical Visionary’ 
 The Paternal Sway of Legitimacy 
 The Press and the Gigantic Sense of the General Good 
 Richard Carlile, Deism, and the Cockney Criticism 
 ‘a little Spirit of another sort’: The Poetic Reformation 
  
Chapter 3: From ‘Hyperion’ to ‘The Fall of Hyperion’: Keats’s Poetics of Belatedness 
 ‘Hyperion’; Or, a Vision of Personal Identity 
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 Keats and ‘modern poets’ 
 Originality and Self in ‘Ode to a Nightingale 
 The Failure of Narration in ‘Ode on a Grecian Urn’ 
 ‘The Fall of Hyperion’ and the Burden of the Narrative Style 
 
Chapter 4: The Democracy of Reading and ‘To Autumn’ 
 Schooling, the Madras System, and the Lake Poets 
 ‘unity sublime’: The Ideology of the Sunset in The Excursion 
 ‘To Autumn’ and the Polyphony of Being 
 







リアン」創作の試みが詩人にとっての annus mirabilis（驚異の年・1819 年）を導き、 
オードや ‘The Eve of St. Agnes’ などのような完成度の高い作品群を生みだした。その結
果、彼は死後にシェイクスピアにも比肩する詩人という、高い評価を与えられることにな




とえば Blackwood’s Edinburgh Magazine に代表される当代の保守派の論評に横溢する偏









ろう。この熱情を詩人は友人の歴史画家 Benjamin Robert Haydon と共有しており、鈴木
氏はこの熱烈な絆をキーツは叙事詩創作への一大推進力としていたと見る。ヘイドンはこ
れまた歴史画のジャンルで画家としての名声を手中にする野心に駆られていたのだが、こ

































で、このことに対する言及と、「孤独よ！」の直後に書かれたハント的ソネット ‘To one who 













 スイス人の医師 John G. Zimmerman の主著 Über die Einsamkeit (1756) の翻訳であ















しい風景と雰囲気に包まれており、日記作者 John Evelyn や小説家 Defoe の賛辞を集めて
ロンドン人の楽園とされていたという事実と、さらに 1817 年秋にキーツが滞在した頃に







マが ‘Ode to Psyche’ や、ソネット ‘Bright star’ などの代表作へと引き継がれていくとい
うくだりにも首肯させられるし、これが孤独（solitude）のテーマと結びついて思索（think）
することの重要性をキーツが認識することになるという論述にも説得力がある。英文学に
おける崇高の理念を体現する叙事詩の最高峰 Milton の Paradise Lost の精読がキーツ自
身のアイデンティティ形成に寄与したことは広く知られているが、彼はミルトンの中に自
身の性向や潜在的可能性を見出しており、たとえば混沌の中で絶え間ない元素の衝突によ














ったものの、『逍遥』に先立って書かれていた The Prelude で描かれているワーズワスの
青年時代は、学問的知識吸収とその放棄に至るまでの激しい葛藤の軌跡であり、その軌跡



































 ここに登場する人物のうち、最初のひとりは第一節で扱われる Joanna Southcott であ













































































































第二節以下の論述は 1819 年の春に書かれたオード群から、主として ‘Ode to Psyche’ 
































が発する警句 (“Beauty is truth, truth beauty,”—that is all / Ye know on earth, and all 












































































































この詩の根底にある詩想が 1818 年 2 月 19 日付の書簡で「勤勉なる怠惰」と形容された 
“voyage of conception”  (観念の旅）という甘美な体験に根差しているとする解釈である。
書簡の多少の読み違えはあるものの、鈴木氏の論点はつまるところ、個の成長と社会の発
展における書物と思索の意義が、「大いなる民主社会」の誕生を促すところにあることをキ
ーツが見抜いていた、というところにある。すなわち、書簡では、読書と思索は多様な人
間が多様な方向を辿りながらも最終的には同じ地点に到る旅路にたとえられるが、そこで
構築される社会はオークや松の大木を遠景に配した茨やハリエニシダの生い茂る荒野では
なく、それぞれに特色のある樹木群によって構成される大いなる森という民主社会なので
ある。 
「秋に寄せる」で描かれるさまざまな秋の様子には、ワーズワス的な崇高とは対照的な
社会の豊かさが暗示されている。とりわけ第三連では、種々の個性的な声から編成された
秋の「音楽」が、偉大な民主社会のヴィジョンとして提示される。このヴィジョンがあら
わしているのは、究極的には詩が引き出しうる人間社会の豊かさである。そして、そのよ
うな多音声的音楽の開始を合図した夕映えを詩神アポロの象徴と見るのならば、時の推移
により生滅流転する存在の悲哀と苦悩は詩歌に崇高な可能性をもたらすものと受容され、
ハイピリアンとアポロの和解が成立したと理解することもできよう。多様性と統一の理念
に基づくこのヴィジョンは、ワーズワスの終末論的で選別的なヴィジョンに比べ、多様性
に重きが置かれていることは言うまでもない。 
さらに、『逍遥』の夕焼けの場面を「秋に寄せる」との関連で重要性を指摘しているのは、
おそらく鈴木氏が初めてであろうが、この考察は第四章の中でも最大級の価値をもってい
ると思われる。『逍遥』の日没の場面では、光が太陽という一点の光源から空一面に発せら
れているのに対し、「秋に寄せる」においては、光に染まる雲の方があたかも光源のように
描かれており、上方から下方まで全体が照らされていることに鈴木氏が気づかなかったの
は残念である。この点まで考慮に入れると、「秋に寄せる」第三連の日没がさまざまな意味
で『逍遥』の日没場面の反転となっていることがさらに明確に立証され、この部分が、い
や、この詩自体がワーズワスを強烈に意識して書かれたものとして読むことが可能となる
のである。この意味においても、『逍遥』の日没場面を「秋に寄せる」との関連で考察した
ことの意義は大であるし、また、オードにおける多様性、多音声を大いなる民主社会到来
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の予兆として捉えたことも、ロマン派作品の新たな解釈に碑益するところ大であろうと思
われる。時あたかも奴隷貿易の廃止を受けて、審査律や自治体法の廃止、カトリック解放
令、第一次選挙法改正等々、いまだ平坦な道のりではないものの、民主社会の招来へ向け
て社会が大きく動き始める前夜であった。 
 
総評：昨今の英米における英文学研究が急速に文化研究などに傾斜し、文学作品の芸術的
価値や作品を生み出した作家の魂の軌跡を軽んずるかのごとき風潮があることは、きわめ
て嘆かわしい。それはひとえに文学作品によって感動させられるという原体験が欠如して
いるからにほかなるまい。このような状況下にあって、叙上のごとく、鈴木氏はまさに作
品から受けた感動を胸中深くに収め、作品と作者に対する深い共感と、テキストの正確な
理解と批判を学問の基盤に据えて、なお早稲田大学ロマン派文学研究の伝統である実証的
な研究に徹し、本論文の執筆にあたってきた。本大学の誇る定期刊行物のコレクションを
有効に活用したことも含め、書簡や膨大な傍証史料、また研究書等をまさに自家薬籠中の
物とするかのごとく、縦横に使いこなした手腕は特筆に値するし、多くの論題に対する目
配りの良さと立論の妥当性などは、欧米の研究者の著作に充分に比肩しうるものである。
ただし、欠点がないわけではない。とくに、三篇のオードを扱った第三章後半部は、論述
が交錯しておりさらなる整理が必要であろうし、第一章で立論した隠遁者詩人の扱いが最
終章でいま少し明確に結論されていないことには不満が残る。しかし、もとよりこれらの
瑕瑾は他日の検証に委ねられるべきものであり、多くの貴重な発見や新説の提唱を含む本
論文の真価を損なうものではない。以上のことを総合的に判断して、本論文が早稲田大学
博士（学術）の学位授与に充分に値するものであることを、ここに報告する。 
以上 
 
